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論文内容の要旨
【目的】歪成分耳高響放射 (DPOAE)はメニエール病のような変動性感苫難聴における内局ー機能のモニタリ
ング検会としての臨床応崩が期待されている。しかし実際の聴力変化に伴うDPOAEの変化を詳細に検
討した報告はない3 そこで，聴力変化に伴う内耳機能の変化をモニタリングする際に， DPOAEのどのよ
うなノfラメータを用いるのが適当か検討するとともに，本反応、の臨床的有用性についても検討を加えたυ
【対象.)j法】対象はメニエール病症例62例62耳で，聴力志化時および40耳については聴力同復時にも
DPOAEを測定した。測定には耳肯響放射測定装置CIL092)を用い， F2=1， 2kHzとした時の2FI-F2の
DPOAEの入1¥力曲線を記録し対応するF2悶波数およびその変化との関係を検討した。検討パラメータ
としては中古匝および高音圧の一定の刺激音圧時のDPレベルと人出力曲線から得られる 2つのパラメータ
(曲線卜の最大DPレベルと検出闘相)の 4つの柄を用いたの
【結巣】検討した 4つのパラメータは対応する周波数の聴力との聞に有意な相関を認め，聴)Jをある程度
反映していた。 4つのうちでは一定の刺激音圧時のDPレベルよりも最大DPレベルや検出関値をパラメータ
として用いた方が，より効率に臆力改善をそのパラメータの有意な変化として捉えることができた。さら
に最大DPレベルと検出関値を組み合わせて入出力曲線全体の変化として評価することにより.総力改善
をDPOAEの改善変化としてほぼ確実に捉えられ，しかも総力変化のない場合にもす数以上の例で本反応の改
善所見が認められた。
【考察】内且ー機能のモニタリングのためには.入出力曲線から得られるパラメータ(最大DPレベルと検出
関値)の方が一定刺激音圧時のDPレベルよりも適しており.さらにこれら 2つを組み合わせることにより，
聴力の変化をほぼ確実に捉えられるだけでなく，純音聴力検在では検出できないような内且ーの微細な変化
を感度よく高王手に捉えられると考えたつしたがうて， DPOAEはメニエール病の内耳機能をモニタリング
する際に極めて有用な験資となりうると結論した。
論文審査の結果の要旨
主成分耳音響放射(DPOAE)はメニエール病のような変動性感音難聴における内耳機能のモニタリング検
杏としての臨床応聞が期待されているc そこで，メニエール悩昨例の聴力変化に伴う内耳機能の変化をモ
ニタリングする際に適切なDPOAEのパラメータおよひ‘本反応の臨床的有用性について検討した。
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対象はメニエール病症例62例62耳で.聴)J悪化時および40耳については聴力回復時にもDPOAEを測定
した。測定には耳音響放射測定装置(IL092)を用い.ド2=1， 2kHzとした時の21"1-1"2のDPOAEの人出力曲
線を記録し対応するF2周波数の聴力およびその変化との関係を検討したの検討パラメータとしては中古
庇および高官任の・定の刺激音正時のDPレベルと入出力曲線から得られる 2つのパラメータ(曲線上の最
大DPレベルと検出閥値)の4つの納を崩いた。
検討した 4つのパラメータは対応する周波数の聴力との問に有意な相関を認め.聴力をある程度反映し
ていた。 4つのうちでは一定の刺激音圧時のDPレベルよりも最大DPレベルや検出閥値をパラメータとして
用いた方が，より高率に聴力改蓄をそのパラメータの有恵な変化として捉えることができ，内耳機能モニ
タリングのためにはより適していると考えられたのまた，最大DPレベルと検出関値を組み合わせて入出})
曲線全体の定化として評価することにより.聴力改善をDPOAEの改善変化としてほぼ確実に促えられ
たっさらに，聴力変化のない場合にも半数以上の例で本反応の改善所見が認められ，純音聴力検査では検
出できないような内耳の微細な変化を感度よく高率に捉えられると考えた。したがって.DPOAEはメニ
エール病の内耳機能をモニタリングする際に傾めて台周な検査となりうると結論したの
本論文は，メニエール病の変動する内耳機能の他覚的評価におけるDPOABの有用性を明らかにしたも
のであり，本疾患の診断および治療に貢献するところ大である。よって着者は博士(医.学)の学位を授与
されるに値するものと判定された。
-214-
